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環境に配慮した「植物油インキ」で印刷しています。 1６

旬菜
レシピ

しゅんさい

旬 の お 気 軽 料 理

ポイント

サツマイモは、穀物と野菜の栄養を併せ持つ準完全食品と呼
ばれています。サツマイモを切ったときに出てくる白い液体
（ヤラピン）は皮に近い部分に含まれており、腸の働きを促進
し便秘を防ぐ効果があります。また、豚バラ肉にはオレイン
酸が豊富に含まれ動脈硬化や高血圧の予防が期待できます。

調理時間 約15分

サツマイモと
豚バラ肉のみそバター炒め

【材料（４人分）】

【作り方】

1 サツマイモは、耐熱皿に並べ大さじ1の水を回し
かけ、ふんわりとラップをして電子レンジ600wで
4分加熱して火を通す。
※火が通っていない場合は、様子を見ながら再度加熱する。

2 フライパンにサラダ油を熱し豚バラ肉を炒め、
肉の色が変わったらタマネギ、シイタケを加えて
炒め、最後にサツマイモを入れ軽く炒める。

3 2にAを回しかけ炒めて全体にたれがなじんだら
出来上がり。

A

サツマイモ…………１本（約300g）
　　皮付きのまま一口大の乱切りにし、水にさらす
豚バラ肉……………200g
　　４cmの長さに切る
タマネギ……………中１個（約200g）
　　縦に５～７mm程度の幅に切る
シイタケ…………… 4～5枚
　　石づきをとり厚めの「そぎ切り」にする

　 砂糖 ……………大さじ１
　 みりん …………大さじ２
　 みそ ……………大さじ２
　 しょうゆ ………大さじ１
　 バター …………大さじ１
　　　 電子レンジにかけ溶かしておく
　　　（600wで約20～30秒）

サラダ油……………大さじ１
水 …………………大さじ１

子育て支援情報誌「クレセール」で野菜が好きに
なるレシピ「ママの晴れごはん」を掲載。

フードコーディネーター
前田  茂子

※Aは合わせておく 

[ 応募方法 ] ハガキまたはメール、ファックス、応募
フォームで、 ❶住所、氏名、年齢、職業 ❷電話番号 
❸愛読者プレゼント名称 ❹広報誌「ＮＯＳＡＩかごしま」
についてのご意見・ご感想・好きなコーナーをお書き
のうえ、ご応募ください。なお、当選者の発表は
発送をもってかえさせていただきます。

〒890-0064　鹿児島市鴨池新町12-4　
ＮＯＳＡＩかごしま「愛読者プレゼント」係

ハガキ

ファックス 099‐255‐6190

メール kikakunr46@sand.ocn.ne.jp

応募フォーム 右の２次元コードから
応募できます。

愛読者プレゼント
「プリザーブドフラワー＆
 さつま町特産品セット」
10名様にプレゼント。
奮ってご応募ください。

➡生産者紹介はP２をご覧ください。
※画像はイメージです

10月31日(木）必着締め
切り特集特集

※この応募で取得した個人情報は、厳重に管理し、抽選、
　商品発送以外の目的に使用することはありません。

農業共済新聞を
購読しませんか？
毎週水曜日に発行し、営農と暮
らしに役立つ情報を幅広く紹介
しています。詳しくは組合ホー
ムページをご確認ください。

https://www.nosai46.jp/relationsinfo/

スマート農業の
はなし



みなみはら

わ
た
し
の    
か
ら

手

フォトグラファー 土居　敦

表紙、わたしの手から撮影者

目次
　「は
や
り
や
廃
り
が
あ
る
中
で
、
時
代
に

合
わ
せ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
南
原
武
博
さ
ん（
58
）。
さ
つ
ま
町

柏
原
の
南
原
農
園
で
、
葉
物
や
切
り
花
、

ス
ギ
の
苗
木
を
生
産
す
る
ほ
か
、
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
加
工
・
販
売
を
行
う
。

　同
農
園
で
は
、
関
連
会
社
と
合
わ
せ
て

２
・
３
㌶
の
ハ
ウ
ス
で
ジ
ャ
ス
ミ
ン
や
ア

イ
ビ
ー
、
ス
マ
イ
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
を
栽
培

し
て
い
る
。
全
国
の
市
場
へ
出
荷
さ
れ

ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
用
と
し

て
使
用
さ
れ
る
。「
糸
つ
り
や
整
枝
、
収
穫

な
ど
す
べ
て
が
手
作
業
で
労
力
は
か
か
る

が
、
消
費
者
が
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
る

と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」と
話
す
。

持
続
可
能
な
農
業
を

　同
農
園
で
は
、ハ
ウ
ス
の
暖
房
費
の
削
減

を
図
る
た
め
、
ま
き
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
て

い
る
。
燃
料
に
住
宅
廃
材
を
利
用
す
る
こ
と

（左上）「地域内で森林資源の循環ができたら」とスギの苗木生産に力を入れている （右上）「みんなで地域や社会に貢献していきたい」と従業員や留学生と
（左下）住宅廃材を燃料としてまきボイラーでハウスを加温する （右下）ジャスミンの上品な香りがハウス内に漂う

で
、
重
油
の
使
用
量
は
大
幅
に
減
少
。
か

か
る
コ
ス
ト
は
以
前
の
半
分
以
下
に
抑
え

ら
れ
た
と
い
う
。「
原
油
価
格
の
高
騰
を

き
っ
か
け
に
始
め
ま
し
た
。
夜
中
も
ま
き

を
く
べ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
生
産
コ
ス
ト

を
作
物
に
転
嫁
し
な
く
て
よ
い
。
環
境
に

も
や
さ
し
い
の
で
は
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　ま
き
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
た
当
初
、

間
伐
材
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
19
年
か
ら
ス
ギ
の
苗
木
生
産
事
業
を

開
始
し
た
。「
地
域
で
再
造
林
が
進
む
中
、

こ
れ
ま
で
の
栽
培
技
術
が
生
か
せ
る
と
思

い
ま
し
た
。
間
伐
や
植
林
の
サ
イ
ク
ル
が

地
域
内
で
循
環
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

き
た
い
」と
先
を
見
据
え
る
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
で

　生
産
し
た
葉
物
や
切
り
花
の
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
へ
の
加
工
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
、
記
念
に

な
る
も
の
を
残
し
た
い
と
い
う
需
要
が
高

ま
り
ま
し
た
」と
動
向
を
追
う
。
見
た
目

は
生
花
の
よ
う
な
み
ず
み
ず
し
さ
と
短
期

劣
化
し
な
い
特
徴
を
併
せ
持
つ
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
。
加
工
過
程
に
お
い
て

特
殊
な
液
に
つ
け
た
後
、
乾
燥
さ
せ
て
仕

上
げ
る
。
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
や
サ
ク
ラ
の
加

工
で
は
農
園
独
自
の
技
術
を
持
ち
、
他
社

か
ら
の
依
頼
も
多
く
受
け
る
と
い
う
。

「
最
近
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ
で
使
用
す
る
花

の
加
工
を
多
く
受
け
ま
す
」と
話
す
。

地
域
へ
の
思
い

　　留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入

れ
や
農
福
連
携
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む

南
原
さ
ん
。「
時
代
に
合
わ
せ
て
経
営
は

変
化
さ
せ
て
い
く
が
、
地
域
や
社
会
に
貢

献
し
た
い
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
地
域

を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
次
の
世
代

へ
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

表
紙
紹
介

さつま町
葉物や切り花、
スギの苗木など2.3㌶

南原 武博さん（58）
みなみはらたけひろ

ページ

02
有限会社南原農園
南原武博さん

わたしの手から
表紙紹介

10 NOSAI Farmers
福岡裕治さん
山野明人さん

06 事業紹介

詳しくはP16へ
プリザーブドフラワー＆さつま町
特産品セット（10 名様）

愛読者プレゼント

TEL：0996‐52‐1525
ホームページ：http://minamiharafarm.jp/

13 YOKATOKO
/かごしまキッズ

12 診療所だより
牛の持っている能力を
発揮するために

14 NOSAIから
お知らせ

16 旬菜レシピ
サツマイモと豚バラ肉の
みそバター炒め

さつま町柏原で葉物や切り花、スギの苗木
生産を行う。ニーズを意識した経営を通して
地域や社会貢献に取り組む。

有限会社 南原農園

04
特集

スマート農業の
はなし

23 NOSAI かごしま



農業の未来を変える

スマート農業のはなし

スマート農業のはなし

農業の現場では、労働力不足が深刻化しており、経営の維持・発展を図る上で農作業の省力化や
軽労化などが重要な課題となっています。これらの解決の鍵となる「スマート農業」に注目します。

ス
マ
ー
ト
農
業
っ
て
何
？

な
ぜ
注
目
さ
れ
て
い
る
？

　
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は「
ロ
ボ
ッ
ト
、

Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術
を
活
用
す

る
農
業
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
農
家
戸
数
は
、
約
20
年
前
と
比

べ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
一
戸
あ

た
り
の
耕
地
面
積
は
増
加
。
作
付
面
積
を

維
持
し
よ
う
と
生
産
者
が
規
模
拡
大
で
努

力
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
経
営
の
維
持
・
発
展
を
図
る
方
法
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

スマート農業にはどんなものがある？

スマート農業を実践する農家に聞いてみた！

SMART AGRI 01

ドローン
作物上空を飛行し、農薬・肥
料を散布。作業時間の短縮、
人が入りにくい場所での防
除作業を軽労化できます。

初期費用：
60～300万円（目安）

SMART AGRI 02

生産管理システム
パソコンやスマホ等で作業計
画・実績を記録。作業実績
や生産コストを見える化し、
収量予測等に活用します。

初期費用：
無料～10万円 /月（目安）

SMART AGRI 03

ロボット農機
無人でほ場内を自動走行。
１人あたりの作業可能面積
が拡大し、大規模化に貢献
します。 初期費用：

1,000～1,500万円（目安）

SMART AGRI 04

アシストスーツ
モーター等によるアシスト
で、重量物の腰や腕にかか
る負担を軽減。作業者の疲
労が減り、作業効率の向上
が期待できます。

初期費用：
2.5～150万円（目安）

※ロボットトラクターの場合

さこだ  りゅういちろう

指宿市開聞

ロボット草刈機

迫田  竜一郎さん（31）

　バッテリーを動力源に1時間の充電で1時間ほど
　稼働する（写真：指宿市役所提供）

　時間が確保でき、品質向上に力を入れられている
　（写真：指宿市役所提供）

　分娩時期に合わせて、膣内に温度センサーを挿入する。
　体温の変化をメールで知らせてくれる

　弟の秀樹さん（写真左）と母牛の状態をスマホでチェック
　して作業のスケジュール管理を行う

※本特集は、スマート農業技術について広く知っていただくことを目的としたものであり、技術の効果等を確認・認定するものではありません。

　  導入のきっかけは？
A. 果樹園の草刈りは中腰での作業が多く、苦労していました。
県外での導入事例を知り興味を持ちました。

　  導入して変わったことは？
A. 雑草の少ない環境を維持できるので、病害虫が減り品質向上
につながりました。

　  機器を扱う上での難しさは？
A. 太陽光で蓄電した電力をバッテリーに供給しています。夜間
や天候不順の際のエネルギー確保が課題です。

　  導入を検討している方へメッセージ
A. 作業効率が上がることで心理的余裕が生まれます。情報を収
集した上で導入をオススメします！

つねよし  たかし

伊佐市大口

分娩・発情監視通報システム

恒吉  隆志さん（41）

　  導入のきっかけは？
A. 前職の法人農場で繁殖牛の飼養管理を担当し、導入されて
いたシステムに利便性を感じていました。

Q.

　  導入して変わったことは？
A. 分娩の時間がある程度把握できるので、スケジュールが組みや
すいです。分娩事故が少なくなり、気持ちの余裕もできました。

Q.

　  機器を扱う上での難しさは？
A. 入念な消毒や管理が必要です。
Q.

　  導入を検討している方へメッセージ
A. プライベートの時間が確保され、より経営に集中できます。
機能は製品によってさまざまなので、経営規模や条件に合う
機器を検討してみてください。

Q.

Q.

Q.

Q.

Q.
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農
家
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一戸あたりの耕地面積農家戸数

県内の農家戸数と１戸あたりの耕地面積の変化

農林水産省「農林業センサス」をもとに作成

NOSAI

29,717 

39,222 
47,382 

55,859 

65,494 2.4

2.0

1.7
1.4

0.9

特集特集

時間や気持ちに余裕、
経営に集中

作業負担の軽減と品質向上へ

ぶどう観光農園や果樹柑橘を中心に家族経営
を行う。
（経営規模：ポンカン、タンカン、不知火、
 ぶどう、野菜など 175 ㌃）

令和元年に実家で就農し、規模拡大や生産性
の向上など経営の強化に取り組む。
（経営規模：繁殖牛 75 頭〈育成牛含む〉、
 子牛 53 頭、水稲 20.5 ㌶）

45 NOSAI かごしま



 補てん方式
❶保険料
❷積立金
❸付加保険料
合計

基本プラン 
10.8 万円
22.5 万円
2.2 万円
35.5 万円

プランＢ  
23 万円
0円

2.2 万円
25.2 万円

 補てん方式
❶保険料
❷積立金
❸付加保険料
合計

基本プラン 
10万円
0円

2.1 万円
12.1 万円

プランＢ  
21.3 万円

0円
2.1 万円
23.4 万円

【保険期間】
無事故

お支払いする
保険金等合計

200万円減少したら…
500万円減少したら…

ゼロになったら…

900万円を
下回った額の
9割を補てん
します。

❶保険料は、収入の約1～2％！
❶保険料と❸付加保険料の
全額は税務上の必要経費に
なるんだ。

❶保険料と❷積立金は、
最大９回まで分割払いできる
から安心だね。

90万円
360万円
810万円

青
色
申
告
を
す
る

農
業
者
が
加
入
で
き
ま
す

0101
p o i n tp o i n t

さ
ま
ざ
ま
な
事
故
に
よ
る

収
入
減
少
を
補
て
ん
し
ま
す

0202
p o i n tp o i n t

基
準
収
入
の
９
割
を

下
回
る
と
補
償
対
象
に

0303
p o i n tp o i n t

「
つ
な
ぎ
融
資
」で
安
心
！

0404
p o i n tp o i n t

令
和
７
年
契
約
の
加
入
申
し
込
み
受
付
中
で
す

加
入
申
し
込
み
受
付
中

　農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
収
入
減
少
の
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
る
収
入
保
険
。
　

　令
和
７
年
契
約
か
ら
の
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
向
け
て
、
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　収
入
保
険
は
、
保
険
期
間
中
に
農
業
者
が
自
ら
生

産
・
販
売
し
た
農
産
物
の
販
売
収
入
を
対
象
に
、
自
然

災
害
や
価
格
低
下
な
ど
に
よ
る
収
入
減
少
を
補
て
ん
す

る
制
度
で
す
。

　令
和
６
年
の
加
入
経
営
体
数
は
、
前
年
を
１
０
３
件

上
回
る
２
３
１
５
件
。
安
心
し
て
経
営
す
る
た
め
の
お

守
り
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
農
業
者
の
支
え
と
な
っ
て

い
ま
す
。

県内の収入保険加入経営体数の推移
（令和6年 4月時点）

２
年

令和 令和
３
年

令和
４
年

令和
５
年

令和
６
年

令和

524

928

1,656
2,057

( 件 )

収入保険の補償内容をご紹介します

制
度
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

収
入
保
険
と
は

加
入
申
請
は
お
早
め
に

ま
ず
は
お
見
積
り
を

2,212

　簡
易
な
方
式
で
申
告
さ
れ
て
い
る
方
や
、
令
和

６
年
分
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
る
方
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

　自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
に
よ
り
、
保
険
金

等
の
受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
受
け
取
り

ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
、
見
込
額
の
８
割
を
上
限

に
無
利
子
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
保
険
期
間
終
了
後
の
保
険
金
等
支
払

い
時
に
相
殺
さ
れ
ま
す
。

　 保
険
期
間
の
農
業
収
入
金
額
が
、
基
準
収
入
の

９
割（
補
償
限
度
額
）を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下

回
っ
た
額
の
９
割（
支
払
率
）を
上
限
と
し
て
補
て

ん
し
ま
す
。

元
年

100%
90%
補償限度額
80%

収
入
減
少

基
準
収
入

保険期間
の

販売収入

保険方式
で補てん
（保険金）

積立方式で
補てん

基本プラン
補償の下限を選択しない場合

保険方式
80％

積立方式
10％

支払率   
90％

支払率（９割を上限として選択）

自己責任部分

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

※ 

５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
り
、最
大
補
償
を
選
択
し
た
場
合

倉庫の浸水被害

取引先の
倒産

盗難や運搬中の
事故

為替変動で
大損

自然災害等で
減収

市場価格が
下落

災害で
作付不能

けがや病気で
収穫不能

対象となる事故

　令
和
７
年
１
月
か
ら
保
険
期
間
が
開
始
と
な
る
契
約

の
加
入
申
請
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
期
限
間
近
は
混
雑

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　あ
な
た
に
最
適
な
プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

令
和
６
年
12
月
末
日

　（法
人
は
事
業
年
度
開
始
月
の
前
月
の
末
日
）

新
規
加
入
申
込
期
限

令
和
６
年
11
月
末
日

　（法
人
は
事
業
年
度
開
始
月
の
２
カ
月
前
の
末
日
）

継
続
加
入
申
込
期
限

青色申告決算書等の
税申告書類

こちらの書類を
ご準備ください

 対象年度
    令和２年分～令和５年分

 １年分の実績で加入する場合

加
入
者
の
声
は
10・11
ペ
ー
ジ
へ

VOICE

2,315

・青色申告の承認申請について
承認を受けた通知の写し
・青色申告承認申請書の写し

▶ 補てん方式は主に２種類

▶ 必要なお金とお支払いイメージ
【例】基準収入1,000万円（青色申告実績：5年）の農業者が、最大補償（補償限度90％、支払率90％）を選択した場合

加入初年度に必要なお金

保険期間の収入が

次年度に必要なお金　※保険金等の受取が無い場合

【保険期間】 
事故発生！
収入が減少  

いくら受け取れるのかな…？

積立方式併用プラン（基本プラン）
保険方式（掛捨て）と積立方式の組み合わせで
最大９割を補てんします。

積立金が補てんに使われない場合、
継続加入の際は【保険料+付加保険料】
のみで加入できます。

good
point 

保険方式補償拡充プラン（プランＢ）
保険方式（掛捨て）のみで最大９割を補てん
します。

積立金がない分、加入時の負担が
軽くなります。

good
point 

収入保険
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農
機
具
ご
と
に
、等
級
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

等
級

　農
機
具
損
害
共
済
で
は
、
契
約
期
間
中
の
共
済
事
故
に
よ
る
共
済
金
の
支
払
い
の
有
無
に
応
じ
て
、
翌
年
の
掛
金
を
割
り
引
く
、

あ
る
い
は
割
り
増
し
す
る
制
度
（
無
事
故
割
引
・
有
事
故
割
増
料
率
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
損
害
も
補
償

　志
布
志
市
で
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
園
芸
施
設
共
済
に

は
３
年
前
か
ら
加
入
し
て
い
ま
す
。

　加
入
初
年
度
に
、
台
風
で
自
動

開
閉
器
の
温
度
セ
ン
サ
ー
が
故
障

す
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
対
策

は
万
全
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
、

本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
被
害

に
よ
り
作
業
が
計
画
通
り
進
む
か

不
安
で
し
た
が
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員

の
迅
速
な
対
応
で
、
共
済
金
に
よ

る
補
て
ん
が
で
き
、
大
変
助
か
り

ま
し
た
。

　園
芸
施
設
共
済
は
、
私
が
加
入

し
た
当
初
に
比
べ
て
、
補
償
の
幅
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
加
入

で
き
な
か
っ
た
か
ん
水
施
設
や
液

肥
混
入
器
、
排
水
施
設
が
加
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
手
厚
く
な
り

ま
し
た
。

　自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
収
入

保
険
に
も
加
入
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
安
心
し
て
経
営
が
で
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　園
芸
施
設
共
済
と
収
入
保
険
の

一
番
の
魅
力
は
安
心
感
で
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
に
も
加
入
を
お
勧
め

し
ま
す
。

こ
こ
が
よ
か
！ 

園
芸
施
設
共
済

経営内容

志布志市志布志町

又木 大輔 さん (40)
また   き だいすけ

ピーマン（ハウス） 28㌃

　農
機
具
１
台
ご
と
に
等
級
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
新

規
で
契
約
す
る
と
基
本
等
級（
６
等
級
）か
ら
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
。

　継
続
し
て
契
約
し
た
過
去
３
年
間
に
お
い
て
無
事
故

で
あ
っ
た
場
合
、
次
回
契
約
時
の
等
級
は
１
等
級
上
が

り
掛
金
は
安
く
な
り
ま
す
。
反
対
に
、
割
増
対
象
事
故

が
発
生
し
共
済
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
次
回
契
約
時
の

等
級
は
事
故
１
件
に
つ
き
１
等
級
下
が
り
掛
金
は
高
く

な
り
ま
す
。

無
事
故
割
引
・

有
事
故
割
増
料
率
制
度
と
は

　右
記
以
外
の
共
済
事
故
が
同
一
責
任
期
間
内
に
発
生

し
た
場
合
、
４
回
目
以
降
の
事
故
に
つ
い
て
は
等
級
が

下
が
る
事
故
の
件
数
と
し
て
数
え
ま
す
。

割
増
対
象
事
故

（
等
級
が
下
が
る
事
故
）

よ
く
あ
る
質
問

　農
機
具
１
台
ご
と
に
等
級
が
設
定
さ
れ
る
た

め
、
新
た
に
契
約
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
は
基
本
等
級

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

　　　前
回
加
入
時
の
等
級
が
割
引
区
分
で
未
加
入
期

間
が
１
年
を
超
え
る
場
合
は
、
基
本
等
級
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
割
増
区
分
の
場
合
は
、

継
続
し
て
加
入
し
た
際
と
同
様
の
取
り
扱
い（
無

事
故
期
間
）と
し
て
等
級
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
基
本
等
級
を
限
度
と
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

も
の
は
、前
回
加
入
時
の
等
級
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

QAA QAA

割
増
等
級
で
加
入
し
て
い
る
ト
ラ
ク

タ
ー
が
あ
る
が
、
新
た
に
別
の
ト
ラ

ク
タ
ー
を
契
約
す
る
場
合
も
割
増
等

級
で
の
加
入
に
な
る
か
？

継
続
加
入
で
き
な
か
っ
た
。
再
度
加

入
す
る
際
は
基
本
等
級
か
ら
に
な
る

の
か
？

等級の変動例

❹ ❶～❸によって生じた
火災・破裂・爆発

❸ 異物の巻込み ❶ 衝突・接触

❷ 墜落・転覆

区分 等級 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

割
引
等
級

割
増
等
級

基
本
等
級

9

8

7

６

5

4

３

２

１

掛 

金

安
く
な
る

割増対象事故（数字は事故回数）

２

２

１

3台で見る事例

３年間無事故

３年間無事故

３年間無事故

３年間無事故

３年間無事故

事故２回で
２等級▼

事故1回で
1等級▼

事故２回で
２等級▼

も
し
も
の
時
に
園
芸
施
設
の

再
建
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

園
芸
施
設

再
建

　近
年
、
過
去
に
経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
自
然
災
害
が
年
間
を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
園
芸
施
設
を
守
る
た
め
に
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
、
予
期
せ
ぬ
リ
ス
ク
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

附帯施設

換気施設、温湿度調整施設、
かん水施設、排水施設など

＋

加入方法はご希望に応じて選択できます

プラスチックハウス

ガラス室

雨よけハウス

多目的ネットハウス など
※ 所有施設の設置面積の合計が２㌃から加入できます
※ トンネル栽培施設や、設置面積１㌃当たりの再建築価格が３万円
未満の施設は加入できません

※ 複数の施設を所有・管理している場合は、全棟加入申込みして
いただく必要があります

※移動式の設備、価格の不明な
設備は補償の対象になりません

撤去費用

被覆物を除く本体の解体・
廃材の搬出および処分に
要した費用

補償の対象となる損害額
の基準を選択できます

復旧費用

被覆物を除く本体および
附帯施設の復旧に要した
費用

施設内農作物

特定園芸施設を用いて
栽培される農作物
※収入保険加入者は施設内農作物
の加入はできません

（付保割合８割を選択した場合のみ）

特定園芸施設の加入を基本として、
下記オプションを自由に組み合わせて加入できます

特定園芸施設
（本体＋被覆材）

小損害
不てん補特約

付保割合を上乗せして
補償します付保割合

追加特約

※ 附帯施設、施設内農作物に加入する場合、すべての棟に係るものが対象になり、棟ごとに選択して
加入することはできません

NOSAI かごしま

園芸施設共済農機具損害共済
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奄
美
の
農
業
に

携
わ
り
続
け
る

　ほ
場
管
理
の
徹
底
を
心
掛
け

て
い
る
山
野
さ
ん
。「
サ
ト
ウ

キ
ビ
は
雑
草
と
の
闘
い
。
日
頃

か
ら
ま
め
に
除
草
す
る
な
ど
、

環
境
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
話
す
。

　ま
た
、
就
農
当
初
か
ら
営
農

日
誌
を
作
成
し
、
最
適
な
管
理

方
法
を
追
求
し
て
い
る
。「
栽
培

暦
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
対

応
策
を
考
え
て
い
ま
す
。
蓄
積

し
た
経
験
を
、
増
収
や
品
質
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と

意
気
込
む
。

　「昔
か
ら
、
太
陽
の
下
で
土
を

触
っ
て
い
る
時
間
が
好
き
で
す
。

農
機
具
も
効
率
よ
く
効
果
的
に

活
用
し
、
体
力
が
続
く
限
り

奄
美
大
島
の
農
業
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
」と
力
強
く
語
っ
て
く

れ
た
。

推
進
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
奄
美
大
島
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
栽
培
の
存
続
に
つ
い

て
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
と

い
う
。「
農
家
の
高
齢
化
や

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
く

中
で
、
自
分
が
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
」と
就
農
を
決
心
。

２
０
２
１
年
に
本
格
的
に
農

業
を
始
め
た
。

「奄美のサトウキビ文化をつないでいきたい」と山野さん

奄
美
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
守
る
た
め
に

「手をかけて試行を重ね、思い通りに生育するとうれしい」と福岡さん

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
農
業
を

　さとうきび共済から収入保険に移行しました。
以前から青色申告をしていたので、共済金の目安
が分かりやすく収入減少を補てんしてくれる収入
保険を選択しました。収入保険があるという安心
感によって様々な挑戦がしやすくなりました。

加入してよかったことは？
　近年、台風や自然災害により各地
で被害が増加しています。どんなに農
作業を丁寧に行っていても、災害は防
ぐことはできません。何かあった時の
お守りとして加入をオススメします。

加入を検討されている方へ

経営安定への支え

加入のきっかけは？
　令和３年７月に大雨でハウス近くの
川が氾濫し、イチゴの苗が水に浸かっ
て病気が発生してしまいました。売上
が減少しましたが、その時に保険金を
受取り、すごく助かりました。

加入してよかったことは？

挑戦のきっかけに

NOSAI Farmers

県 内で 活 躍 する農 家さん をご 紹 介します！

 ノーサイ ファーマーズ

山野 明人 さん  （65）

奄美市笠利町

[ 経営内容 ]サトウキビ４.８㌶

やま の あき ひと

福岡 裕治さん （44）

さつま町

[ 経営内容 ] イチゴ 18㌃
　　　　　 パッションフルーツ５㌃

おか ゆう じふく

　収入保険は、予測できない気象災害
はもちろんのこと、怪我や病気で収穫
ができず収入が減る時も対象となるの
で経営の安定に繋がると思い加入しま
した。

　「数
年
後
、
数
十
年
後
の
奄
美

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
文
化
が
廃
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

も
あ
り
就
農
を
決
め
ま
し
た
」と

話
す
、
山
野
明
人
さ
ん（
65
）。

奄
美
市
笠
利
町
で
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
約
４
・
８
㌶
栽
培
し
て
い
る
。

存
続
願
い
就
農

　同
市
農
林
水
産
課
で
糖
業

振
り
返
る
。

結
果
に
や
り
が
い

　収
量
や
食
味
の
向
上
に
力
を

入
れ
て
い
る
福
岡
さ
ん
。
モ
ニ

タ
ー
を
導
入
し
、
温
度
と
湿
度
、

二
酸
化
炭
素
濃
度
、
地
温
の
デ
ー

タ
を
収
集
し
生
育
環
境
か
ら
整

え
た
。
加
え
て
先
輩
農
家
と
の

交
流
や
関
係
機
関
の
研
修
を
受

け
る
な
ど
積
極
的
に
情
報
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
の
土
壌
診
断
が
施
肥
設
計

に
役
立
っ
て
い
る
と
い
い「
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
結
果
に
結
び
つ

い
た
と
き
は
や
り
が
い
を
感
じ

る
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　今
後
に
つ
い
て「
安
定
し
た
収

量
を
確
保
し
た
上
で
、
よ
り
お

い
し
い
イ
チ
ゴ
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
自
分
た
ち
が
農
業

に
励
む
姿
を
子
ど
も
達
に
誇
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」と
意

気
込
む
。

が
、
実
家
に
戻
っ
た
際
に
両
親

の
経
営
す
る
イ
チ
ゴ
と
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培
を
手
伝

う
中
で「
自
ら
イ
チ
ゴ
栽
培
に

挑
戦
し
た
い
」と
Ｕ
タ
ー
ン
を

決
意
。
２
０
１
３
年
に
就
農
し

た
。「
農
業
の
経
験
は
無
く
、

仕
事
に
す
る
こ
と
は
不
安
だ
っ

た
が
、
両
親
に
技
術
を
教
わ
る

こ
と
が
で
き
心
強
か
っ
た
」と

　「手
を
か
け
て
育
て
た
分
、

思
い
通
り
に
生
育
す
る
と
う
れ

し
い
」と
話
す
、
さ
つ
ま
町
の

福
岡
裕
治
さ
ん（
44
）。
妻
の
い

つ
か
さ
ん（
40
）と
共
に
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ（
さ

が
ほ
の
か
）18
㌃
と
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
５
㌃
の
栽
培
に
励

ん
で
い
る
。

　関
東
で
会
社
員
を
し
て
い
た

NOSAI FarmersNOSAI Farmers
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療所診
だより

牛
の
持
っ
て
い
る
能
力
を

発
揮
す
る
た
め
に

熊毛家畜診療センター
センター長

脇元　弘史 獣医師
わき  もと　 　   ひろ    し

YOKATOKO かごしまの
魅力を発見‼
かごしまの
魅力を発見‼

ヨ　　カ　　ト　　コ

隠
れ
家
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を

所在地：伊佐市大口山野3323
電話番号：0995-23-1200
定休日：水・木（臨時休業あり）
営業時間：11：00～15：00（予約優先）
Instagram:@cote_soin

Endroit cache（アンドロワ カシェ）

　
伊
佐
市
大
口
山
野
の
カ
フ
ェ「
Ｅ
ｎ
ｄ
ｒ

ｏ
ｉ
ｔ
　
ｃ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
」。
２
０
２
２
年
に

オ
ー
プ
ン
し
、
店
主
の
竹
下
美
紀
さ
ん
が

セ
レ
ク
ト
し
た
雑
貨
や
月
替
わ
り
の
ラ
ン

チ
プ
レ
ー
ト
な
ど
が
楽
し
め
る
。

　
料
理
に
は
毎
朝
精
米
す
る
自
家
産
の
伊

佐
米
や
、
地
元
農
家
か
ら
直
接
仕
入
れ
た

新
鮮
な
野
菜
を
使
用
。
竹
下
さ
ん
は「
体
に

優
し
く
素
材
の
味
わ
い
を
引
き
出
し
て
い

ま
す
」と
話
す
。

　
店
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
で「
隠
れ
た
場
所
」

を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、

納
屋
を
改
装
し
た
隠
れ
家
の
よ
う
な
店
内

に
は
陽
光
が
差
し
込
み
、
窓
か
ら
は
周
囲

に
広
が
る
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

　「
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
伊
佐
の
食
材

を
、
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

た
け
し
た  

み    

き
ア
　
ン
　
ド

ロ
　
ワ
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
シ
ェ

MAP

伊佐市

（右）地元の食材を使った優しい
味わいのランチプレート

（中央）アンティーク家具が配さ
れた温もりのある空間

（左）併設するサロンではよもぎ
蒸しなどが体験できる（要予約）

（下）納屋の梁や桁をそのまま生
かした店内

大きくなったら
お米農家を継ぐぞ！

これからも
仲良くしようね！

トラクターが
大好きです！

(写真左)

(写真右）

有村紬希ちゃん（5）

一真 く ん （4）

つむ   ぎ

いっしん

ありむら

肝付町

※「Instagram」は、Instagram,LLCの登録商標です。

　「ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
？ 「
動
物
福
祉
」と
訳
さ
れ
、
海
外

で
は
１
９
６
０
年
代
か
ら
こ
の
考
え
方

に
沿
っ
た
家
畜
の
飼
養
環
境
の
整
備
へ

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
は

　「感
受
性
を
持
つ
生
き
物
と
し
て
の

家
畜
に
心
を
寄
り
添
わ
せ
、
誕
生
か
ら

死
を
迎
え
る
ま
で
の
間
、
ス
ト
レ
ス
を

で
き
る
限
り
少
な
く
、
行
動
要
求
が
満

た
さ
れ
た
、
健
康
的
な
暮
ら
し
が
で
き

る
飼
育
方
法
を
め
ざ
す
畜
産
の
あ
り

方
」と
示
さ
れ
て
お
り
、
国
に
よ
り
指

針
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
般
社
団
法
人
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
協
会
で
は
、
細
か
く
厳
し

い
認
証
基
準
が
あ
り
ま
す
。

現
状
で
は

　過
密
で
じ
め
じ
め
し
た
牛
舎
で
は
、

牛
は
常
に
汚
れ
て
お
り
、
皮
膚
病
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
状
態
が

悪
い
場
合
、
抵
抗
力
も
落
ち
、
病
気
も

増
え
死
亡
事
故
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

死
亡
事
故
が
多
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、

今
一
度
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に

　飼
料
や
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
、
販
売

価
格
の
低
迷
な
ど
大
変
な
時
期
で
す

が
、「
牛
に
心
を
寄
り
添
わ
せ
て
」自
分

の
牛
た
ち
が
い
る
環
境
を
見
直
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え

方
、
対
策
を
実
施
し
て
い
け
ば
、
牛
が

本
来
持
っ
て
い
る
能
力
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
生

産
性
も
向
上
す
る
と
思
い
ま
す
。

「
５
つ
の
自
由
」の
原
則

「
飢
え
と
渇
き
か
ら
の
自
由
」

　必
要
な
餌
や
き
れ
い
な
水
の
給
与

「
不
快
か
ら
の
自
由
」

　十
分
な
換
気
、
暑
熱
寒
冷
対
策
、

　乾
い
た
牛
床

「
痛
み
や
傷
害
、
病
気
か
ら
の
自
由
」

　去
勢
除
角
時
の
麻
酔
薬
等
の
投
与
、

　病
気
の
予
防
と
早
期
治
療

「
恐
怖
や
抑
圧
か
ら
の
自
由
」

　ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
牛
群
の
編
成

「
正
常
な
行
動
を
表
現
す
る
自
由
」

　ゆ
っ
く
り
寝
る
こ
と
が
で
き
る

　環
境
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読
者
か
ら
の
お
便
り

編
集
後
記

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら

　
　
　
　
　お
知
ら
せ

収
穫
前
の
被
害
申
告
が
必
要
で
す

電
化
製
品
の
落
雷
事
故
は

修
理
前
に
ご
連
絡
を

建
物
共
済

　普
通
期
水
稲
の
損
害
評
価
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
自
然
災
害
や
病
虫

害
、
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
り
基
準
を
超
え

る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず

収
穫
前
の
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
ほ
場
に
つ
い
て
被
害
申
告
が

な
い
場
合
、
損
害
評
価
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　令
和
７
年
産
さ
と
う
き
び
共
済
・
ば
れ

い
し
ょ
共
済
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
期
日
ま
で
に
掛
金
を
納
入

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入

を
ご
希
望
の
際
は
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　県
内
で
は
、
梅
雨
時
期
か
ら
秋
に
か
け

て
雷
が
発
生
し
や
す
く
、
落
雷
に
よ
る
電

化
製
品
等
の
被
害
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
落
雷
事
故
の
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
、
罹
災
品
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
必
ず
修
理
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
新
入
職
員
さ
ん

が
ん
ば
れ
！   

　
　
　
　（
南
さ
つ
ま
市
）

　焼
き
ピ
ー
マ
ン
を
早
速
作
っ
て
食
べ
ま

し
た
。
夏
バ
テ
、
熱
中
症
を
乗
り
越
え
ら

れ
ま
す
！    

　
　
　
　
　
　  （
出
水
市
）

　県
内
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い

る
記
事
を
見
る
と
元
気
が
出
ま
す
。    

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（垂
水
市
）

　パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
全
国
に
浸
透

す
る
よ
う
、
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。   

　
　
　
　
　
　
　
　  （
知
名
町
）

　今
号
の
特
集
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実

践
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
の「
作
業
負
担
の
軽

減
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
余
裕
が
生
ま
れ
、

品
質
の
向
上
や
経
営
に
集
中
で
き
る
」と
い

う
話
が
印
象
的
で
し
た
。
生
産
者
と
先
端

技
術
が
協
働
す
る
こ
と
で
、
農
業
の
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
な
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
に
期
待
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　〈
 
平
原
〉

収
入
保
険

加
入
申
し
込
み
は
お
早
め
に

青果用（４類）
　　春植え 

地域インデックス方式へ
加入する場合 

加工用（２類）
      春植え ば

れ
い
し
ょ
共
済
（
令
和
７
年
産
）

さ
と
う
き
び
共
済
（
令
和
７
年
産
）

令
和
７
年
１
月
20
日

　〜
令
和
７
年
３
月
10
日
ま
で

令
和
７
年
３
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

令
和
６
年
11
月
１
日

　〜
令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で

令
和
７
年
1
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

令
和
６
年
11
月
１
日

　〜
令
和
７
年
３
月
10
日
ま
で

令
和
７
年
３
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

令
和
６
年
８
月
１
日（
受
付
中
）

　〜
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

令
和
７
年
５
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

水
稲
共
済

事
故
が
発
生
し
た
ら

自
動
継
続
特
約
を

付
け
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　対
象
農
産
物
等
の
種
類
ご
と
に
１
割

以
上
の
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
と
き

は
、
事
故
の
発
生
状
況
等
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
ほ
場
や
農
作
物
に
被
害
が

生
じ
た
場
合
は
、
被
害
状
況
の
写
真
撮
影

を
お
願
い
し
ま
す
。（
事
故
の
確
認
の
た

め
提
出
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　保
険
期
間
開
始
の
３
カ
月
前
に
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
よ
り「
自
動
継

続
特
約 

」の
ご
案
内
が
発
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
内
容
の
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

畑
作
物
共
済
　

畑
作
物
共
済
　

＊

*「
自
動
継
続
特
約
」と
は

　翌
年
以
降
の
加
入
申
込
期
間
に「
加
入

申
込
書
」の
提
出
を
せ
ず
と
も
、
加
入
の

意
思
表
示
が
あ
る
も
の
と
し
て
継
続
申

込
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
書
類
提
出

の
手
間
が
な
く
な
る
ほ
か
、
付
加
保
険

料（
事
務
費
）の
割
引
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。

鹿児島の農業を支えてみませんか？
農家のみなさまへ安心をお届けするお仕事です
NOSAIかごしまでは、令和７年４月採用の職員（一般事務）を募集します。
鹿児島の農業を支えるNOSAIで、一緒に働きましょう！

https://www.nosai46.jp/category/employment/

＜採用試験に関する申込・お問い合わせ先＞　

応募条件・書類など
詳しくは
ホームページを
チェック！

当組合ホームページに掲載の履歴書を記入、
必要書類を同封し下記まで郵送ください。

令和６年10月11日（金）

募 集
職 員

8：30
始業・メールチェック

9：30
往診受付・カルテチェック

12：00
昼食

13：00
家畜共済引受

17：15
退勤

（令和４年度採用）
大城　桜子
北薩支所  家畜課

業務を通じて
成長とやりがいを実感
家畜共済における診療請求や加入推進に関する業務を行っ
ています。たくさんの農家と話ができること、事故が起き
た時に農家の支えになれることにやりがいを感じます。
専門的な用語は慣れるのに時間がかかりましたが、経験
豊富な先輩職員のサポートもあり、不安なく業務に取り
組むことができています。

Voice

　　　　　業務を通じて農業に関する知識やノウハウを
学ぶことができます。働きやすい環境でプライベートも
含めて充実した日々をおくることができるＮＯＳＡＩで、
皆さんと一緒に働けることを楽しみにしています！

1日の流れとある

8：30
始業・メールチェック

9：00
医療品等請求書チェック

12：00
昼食

13：00
支所依頼対応

15：00
稟議書作成・事務処理等

17：15
退勤

（令和２年度採用）
松元　彰志
本所  診療事務課

地域を支える農業に貢献
家畜診療に欠かせない医療品等の管理に関する業務をして
います。家畜の症状は様々なので、膨大な種類の医療品等を
管理する必要があります。本県の農業は地域経済を支える
基幹産業であり、その一助になることで地域に貢献できま
す。また、南北に広がる県土で多様な農業を知ることがで
きるのは”NOSAIかごしま”ならではです。

Voice

　　　　　就職活動は私も苦労しましたが、諦めず
活動するなかで、どこにどんな素敵な出会いがあるか
わからないものだと実感しました。皆さんと出会える
日を楽しみにしています。

Messa�e

Messa�e

1日の流れとある

令和６年９月27日（金）必着締 切 日

採用試験日

鹿児島県農業共済組合 総務課　〒890-0064 鹿児島市鴨池新町12-4　TEL：099-255-6161

農作物共済農作物共済information

1415 NOSAI かごしま
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本 所   
南薩支所 
北薩支所 
中部支所
曽於支所

鹿児島市鴨池新町12-4                
南九州市川辺町平山6140             
薩摩郡さつま町轟町13-1
霧島市溝辺町有川2103 
曽於市大隅町月野2253

TEL 099-255-6161                  
TEL 0993-58-3100 
TEL 0996-21-3131
TEL 0995-59-3211
TEL 099-479-3228

肝属支所  
熊毛支所  
大島支所
南大島支所

鹿屋市田淵町1475-5
熊毛郡中種子町野間6410-8  
奄美市笠利町大字中金久162-2   
大島郡伊仙町阿三1379-1

TEL 0994-48-3180                
TEL 0997-27-2278
TEL 0997-63-2442
TEL 0997-86-2389

環境に配慮した「植物油インキ」で印刷しています。 1６

旬菜
レシピ

しゅんさい

旬 の お 気 軽 料 理

ポイント

サツマイモは、穀物と野菜の栄養を併せ持つ準完全食品と呼
ばれています。サツマイモを切ったときに出てくる白い液体
（ヤラピン）は皮に近い部分に含まれており、腸の働きを促進
し便秘を防ぐ効果があります。また、豚バラ肉にはオレイン
酸が豊富に含まれ動脈硬化や高血圧の予防が期待できます。

調理時間 約15分

サツマイモと
豚バラ肉のみそバター炒め

【材料（４人分）】

【作り方】

1 サツマイモは、耐熱皿に並べ大さじ1の水を回し
かけ、ふんわりとラップをして電子レンジ600wで
4分加熱して火を通す。
※火が通っていない場合は、様子を見ながら再度加熱する。

2 フライパンにサラダ油を熱し豚バラ肉を炒め、
肉の色が変わったらタマネギ、シイタケを加えて
炒め、最後にサツマイモを入れ軽く炒める。

3 2にAを回しかけ炒めて全体にたれがなじんだら
出来上がり。

A

サツマイモ…………１本（約300g）
　　皮付きのまま一口大の乱切りにし、水にさらす
豚バラ肉……………200g
　　４cmの長さに切る
タマネギ……………中１個（約200g）
　　縦に５～７mm程度の幅に切る
シイタケ…………… 4～5枚
　　石づきをとり厚めの「そぎ切り」にする

　 砂糖 ……………大さじ１
　 みりん …………大さじ２
　 みそ ……………大さじ２
　 しょうゆ ………大さじ１
　 バター …………大さじ１
　　　 電子レンジにかけ溶かしておく
　　　（600wで約20～30秒）

サラダ油……………大さじ１
水 …………………大さじ１

子育て支援情報誌「クレセール」で野菜が好きに
なるレシピ「ママの晴れごはん」を掲載。

フードコーディネーター
前田  茂子

※Aは合わせておく 

[ 応募方法 ] ハガキまたはメール、ファックス、応募
フォームで、 ❶住所、氏名、年齢、職業 ❷電話番号 
❸愛読者プレゼント名称 ❹広報誌「ＮＯＳＡＩかごしま」
についてのご意見・ご感想・好きなコーナーをお書き
のうえ、ご応募ください。なお、当選者の発表は
発送をもってかえさせていただきます。

〒890-0064　鹿児島市鴨池新町12-4　
ＮＯＳＡＩかごしま「愛読者プレゼント」係

ハガキ

ファックス 099‐255‐6190

メール kikakunr46@sand.ocn.ne.jp

応募フォーム 右の２次元コードから
応募できます。

愛読者プレゼント
「プリザーブドフラワー＆
 さつま町特産品セット」
10名様にプレゼント。
奮ってご応募ください。

➡生産者紹介はP２をご覧ください。
※画像はイメージです

10月31日(木）必着締め
切り特集特集

※この応募で取得した個人情報は、厳重に管理し、抽選、
　商品発送以外の目的に使用することはありません。

農業共済新聞を
購読しませんか？
毎週水曜日に発行し、営農と暮
らしに役立つ情報を幅広く紹介
しています。詳しくは組合ホー
ムページをご確認ください。

https://www.nosai46.jp/relationsinfo/

スマート農業の
はなし


